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２月３日（日）市長を 

第 38回 市民まちづくり連続講座 in明石 

城下町明石と中崎緑地 400年の歴史を振り返る  
 

 市民まちづくり連続講座の再開 2 回目（通算 38回）は、5 年前に築城 400 年を経た「城下町明石」を

振り返ります。中心市街地に隣接して 2つの隅櫓と壮大な石垣を擁した城跡は、県立明石公園として誰も

が知る陸の「ランドマーク」です。しかし、残念ながら「城下町明石」は城跡だけが目につくだけで、明

石川以東に展開されていた「明石城下町」の姿を彷彿させる町の姿や“城下町遺構”は姿を消していま

す。城下町の「町割り」すら明石駅前広場や錦江橋など限られたところに古地図の銘板らしきものがある

だけで、城下町の資料館も存在しません。 

 こうした中でいま、消防分署の建て替え予定地になっている市役所前の「中崎緑地」に脚光が当てられ

ています。中崎緑地は 400年前の築城時代に明石港築港に併せて掘り込んだ土砂を中崎海岸沿いにあった

砂州に積み上げて土塁を造り防波堤にした地形が、今に伝わっている城下町遺構です。明治以降は戦後ま

もなくまで「中崎遊園地」「明石遊園」として明石中心部の賑わいの拠点になってきました。 

 講座では、元県立図書館職員で今春まで明石市の市史編さんを担当した宮本博さん（神戸史学会会員）

を招き、城下町明石の実情や特色、今も残る数少ない城下町遺構などについてお話いただきます。 

 

 第 38回市民まちづくり連続講座 in明石 
   日  時  ２０２３年１０月２９日（日） 午後１時 30分～４時 30分 

  会  場  ウィズあかし 市民活動支援センター・ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ（明石駅前アスピア明石８階） 

  テーマ    城下町明石と中崎緑地 400年の歴史を振り返る 

       講師 宮本博さん（神戸史学会会員、元・県立図書館職員、明石市史編さん担当） 

※資料代 300 円 ※事前申し込み不要｡どなたでも参加できます｡会場に直接お越しください。 

 

 城下町明石は二代将軍徳川秀忠から明石城の築城を命じら

れた小笠原忠政（忠真）が 1618年（元和 4年）築城を開始

した。現在の国道 2 号辺りから桜町、本松寺にかけて外堀が

あったが今では跡形もなく、明石公園の外周になっている堀

は内堀だった。外堀と内堀の間は武家屋敷で外堀から海辺ま

でに町屋が広がっていたが、町名も新住居表示で大半が消え

て面影は少ない。   （右図は城下町の町割りの一部） 

 「魚の棚」自体は東魚町、西魚町と呼ばれた町割りの一部

を伝えているが、戦災や駅前大火を経て城下町のたたずまい

は消え失せている。その中で、明石港の本港や中崎緑地は海

岸埋め立て前の町割りの遺構を伝える貴重な存在でもある。 

 「城下町明石」と言いながら、城下町を大事に伝えること

をしてこなかった歴史も振り返り、あらためて「まちのアイ

デンティティ」を後世に伝える課題を考えたい。 
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2023年今後の講座開催計画 

旧市立図書館跡で市が新施設で活用方針表明 
来年後半から 25年度にかけて設計、26年度にも開設？ 

明石市は県と市の間で“紛争のタネ”になって

いた明石公園内の旧市立図書館跡について、9月

14 日の本会議で「来年度上半期にかけて活用計画

を策定し、26～27 年度にかけて新施設を開設する

方針を表明した。新施設の整備をどのようにして

策定するのかについては触れていない。 

3 階建て約 5000 ㎡の旧図書館は、1974 年に県か

ら都市公園法に基づく図書館としての土地利用許

可を受け、県立図書館とともに開設された。とこ

ろが 2011年に就任した泉前市長が明石駅前の再開

発ビルの建設計画に新図書館を組み込み、2017 年

に移転し 20 年 3 月には閉館した後何も使われてい

ない。県は今年 3 月の許可期限までに更地にして

返却するように求めていたが、約 8 億円とされる

解体費用をめぐり、市は「新施設整備と併せて国

の補助金などを活用し一体的に進めたい」と県と

の折衝課題としてきた。 

この件をめぐり、9 月 11 日に斎藤知事から丸谷

市長にかかってきた電話をめぐり、前市長がＳＮ

Ｓで発信した誤った情報が市議会でも問題にな

り、電話情報の取り扱いをめぐって紛糾する騒ぎ

になっている。 

どこで新施設計画を策定するのか？ 
この問題については市が解体費の節約をめぐり

新施設の開設を明らかにしたが、新たな公共施設

の整備について市民ニーズの把握や計画づくりへ

の市民参画プロセスも明らかにされないまま進め

られる懸念が出ている。 

新庁舎の建設計画もそうだが、西明石の市民交

流施設整備や大久保駅前の複合施設計画について

も、計画段階から市民参画の手順を踏むという

“原則”が軽んじられてきた。新施設について

も、1年後には策定するという計画づくりのプロ

セスを一刻も早く明らかにすることが求められて

いる。 

また、6 年前の図書館移転時点で旧施設をどう

活用するかという手立てがその後も放置されてき

た経緯についても、公共施設のあり方についての

検証が求められる。 

新庁舎の設計内容修正は“限定的” 

 7月の有識者会議意見等の反映結果の報告 

明石市は、新庁舎建設計画について 6月末から 1 カ

月にわたって開いた有識者会議と市民アンケート、市

民ワークショップの取り組みについて、9 月 15 日の総

務常任委員会に報告した。 

4 月以降実施設計に入った段階で、5 月に就任した新

市長の下で急きょ、4 名による有識者会議（会長：新

川達郎同志社大学名誉教授）を立ち上げ、6月 29 日か

ら 7月 28日の間に 3回の会議を開催し、このうち 7 月

15 日は「市民ワークショップ」として 33 人の市民が

参加してグループ討議した。また、市のＨＰ等で市民

意見も募集する市民アンケートも実施し、278人から

回答を得た。 

アンケート、ＷＳとも膨大な意見が寄せられたが、

常任委への報告では「太陽光発電設備を 100kwから

250kwへパネル増設等によって増やす」「授乳室の位

置や空間構成を一部変更する」にとどまった。 

当初からこの段階での「鳴り物入りの市民参加手続

き」の限界性が懸念されていたが、市民と有識者の多

くの意見は“聴くだけ”に終わったようだ。 ➡➡➡ 

回 日  時 テ ー マ と 内 容 会  場 

39 11 月 26 日(日） 新庁舎建設計画の検証 必要な視点は充足されたか？ ｳｲｽﾞあかし 8F 市民活動ｾﾝﾀ 

中崎緑地の散策見学会 
10月 7日（土）13：30～16：30 
市民会館第 1会議室で報告後、現地見学 

 ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

中崎緑地の松林を守る会は、8月 25日に丸

谷市長へ要望書を提出したあと、中崎緑地周辺

の住民に問題点を訴えるチラシを配布し、署名運

動を続けています。 

 10月 7日には隣接する市民会館で報告会を開

いた後、現地を散策する「見学会」を開催します。 

 報告会では、中崎緑地が「遊園地」として賑わっ

ていた頃の写真なども展示し、この緑地の価値を

再確認します。 

11月 26日のまちづくり講座で検証 
 新庁舎計画 必要な見直しは行われたか 
 新庁舎計画は新市長が初めて有識者の意見

を聴く手順をつくったが、すでに実施設計も

大詰めにきた段階で専門家や市民の意見反映

は限定的に終わった。必要な見直しが、なぜ

行われなかったのかを検証します。 


